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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第11期

第２四半期
連結累計期間

第12期
第２四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自 2020年３月１日
至 2020年８月31日

自 2021年３月１日
至 2021年８月31日

自 2020年３月１日
至 2021年２月28日

売上高 (千円) 7,834,392 3,326,029 17,428,854

経常利益又は経常損失(△) (千円) △2,782,281 1,125,598 △4,900,326

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は親会社
株主に帰属する四半期(当期)純損失
(△)

(千円) △2,294,270 893,078 △5,650,020

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △2,290,023 887,322 △5,629,958

純資産額 (千円) 14,082,270 11,633,591 10,743,675

総資産額 (千円) 28,193,117 24,486,479 24,535,541

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期(当期)純損失
(△)

(円) △89.01 34.64 △219.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － 34.63 －

自己資本比率 (％) 49.9 47.5 43.8

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △3,706,744 △1,898,109 △4,824,196

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △288,281 226,634 △404,608

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 9,713,717 △117,862 9,706,748

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 12,841,013 9,810,927 11,600,264
 

 

回次
第11期

第２四半期
連結会計期間

第12期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年６月１日
至　2020年８月31日

自　2021年６月１日
至　2021年８月31日

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △32.16 40.34
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 前期及び前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式

は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について、重要な変更はあり

ません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものです。

 
(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴って、断続的に緊急事

態宣言等が発出され、対面型サービスを中心に不安定な状態で推移いたしました。

外食産業におきましては、営業時間の短縮や酒類提供の制限を余儀なくされ、客足の鈍りなどからコロナ以前の

売上を少なからず割り込んでいる状況です。当社が主に展開する居酒屋業態では、度重なる酒類提供の制限（時間

制限・提供停止）のあおりを受け通常営業の目途は立たず、また休業、閉店店舗も多く、売上はコロナ以前の水準

を大きく下回っております。

このような状況の中で当社グループは、緊急事態宣言発出期間中は原則休業とし、営業再開時にはデリバリー

サービスの強化やテイクアウトメニューの拡充を行うなど、早期の業績回復に向け努めるとともに、新型コロナウ

イルス感染症の予防対策として「大切なお客様へ１０の取り組み」を策定し、従業員のマスク着用やアルコール消

毒液による店内消毒、アクリル板を設置しての飛沫感染防止対策など、店舗の衛生管理を徹底して行ってまいりま

した。

鳥良事業部門においては、当第２四半期連結会計期間末現在の店舗数は48店舗となりました。その結果、鳥良事

業部門における当第２四半期連結累計期間の売上高は499百万円（前年同期比69.5％減）となりました。

磯丸事業部門においては、「磯丸水産食堂」を１店舗出店したほか、「磯丸水産」４店舗を「磯丸水産食堂」

へ、「磯丸水産」１店舗を「町鮨とろたく」へ業態転換し、当第２四半期連結会計期間末現在の店舗数は直営105店

舗、フランチャイズ13店舗となりました。その結果、磯丸事業部門における当第２四半期連結累計期間の売上高は

1,574百万円（前年同期比65.8％減）となりました。

その他部門におきましては、「町鮨とろたく」を「磯丸水産」からの業態転換により１店舗出店し、当第２四半

期連結会計期間末現在の店舗数は26店舗となりました。また、2021年５月より、公式オンラインショップ「磯丸水

産 お届けグルメショップ」を開設いたしました。その結果、その他部門における当第２四半期連結累計期間の売上

高は675百万円（前年同期比25.6％減）となりました。

フードアライアンスメンバー（連結子会社）においては、株式会社ジョー・スマイルが「こもれび家」を１店舗

退店いたしました。また、株式会社クルークダイニングが「HOT SAND green」を「鉄板とハイボール」からの業態

転換により１店舗出店いたしました。その結果、当第２四半期連結会計期間末現在の店舗数は株式会社ジョー・ス

マイルが14店舗、株式会社クルークダイニングが21店舗（うち、フランチャイズ１店舗）となり、当第２四半期連

結累計期間の売上高は576百万円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金及び時短協力金等

6,115百万円を「助成金収入」として営業外収益に計上しております。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の経営成績は、総店舗数が直営213店舗、フランチャイズ14店舗とな

り、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は3,326百万円（前年同期比57.5％減）、営業損失は

5,109百万円（前年同期は営業損失2,997百万円）、経常利益は1,125百万円（前年同期は経常損失2,782百万円）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は893百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失2,294百万円）と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少し、24,486百万円

となりました。主な増減要因は以下のとおりです。

 
(流動資産)

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ845百万円増加し、14,768百万

円となりました。これは主に、現金及び預金が1,783百万円減少した一方、未収入金が3,214百万円増加したことに

よるものです。
 

(固定資産)

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ894百万円減少し、9,718百万

円となりました。これは主に、有形固定資産が295百万円、無形固定資産が162百万円及び投資その他の資産が436百

万円減少したことによるものです。
 

(流動負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ695百万円減少し、11,186百万

円となりました。これは主に、買掛金が170百万円、資産除去債務が251百万円減少したことによるものです。
 

(固定負債)

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ243百万円減少し、1,666百万

円となりました。これは主に、長期借入金が58百万円、その他固定負債が196百万円減少したことによるものです。
 

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ889百万円増加し、11,633百万円

となりました。これは主に、利益剰余金が893百万円増加したことによるものです。
 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の残高は、前連結会計年度

末に比べ1,789百万円減少し、9,810百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フロー

の状況とその主な増減要因は以下のとおりです。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において営業活動により使用した資金は、1,898百万円となりました（前年同期は

3,706百万円の資金減）。これは主に、税金等調整前四半期純利益1,192百万円、減価償却費368百万円があった一

方、雇用調整助成金及び時短協力金等の未収入金の増加等によるその他の資金減3,935百万円があったことによる

ものです。
 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において投資活動により得られた資金は、226百万円となりました（前年同期は288百

万円の資金減）。これは主に、新規出店のための有形固定資産の取得による支出41百万円及び資産除去債務の履行

による支出167百万円があった一方、敷金及び保証金の回収による収入428百万円があったことによるものです。
 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、117百万円となりました（前年同期は9,713

百万円の資金増）。これは主に、長期借入金の返済による支出75百万円、社債の返還による支出73百万円があった

ことによるものです。
 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。なお、当社グループは、新型コロナウイルス感染症による事業への影響に鑑み、コロナ禍での店舗運営の最

適化や「新常態」を踏まえた新たな営業体制の構築を行うこと等により、継続企業の前提に関する重要な不確実性

は認められないものと判断しております。

 
(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年10月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,788,689 25,788,689
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない、
当社における標準となる株
式です。なお、単元株式数
は100株です。

計 25,788,689 25,788,689 ― ―

 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年６月１日(注１) － 25,780,689 △495,382 48,000 △531,382 12,000

2021年６月１日～

2021年８月31日(注２)
8,000 25,788,689 1,340 49,340 1,340 13,340

 

(注) １. 2021年５月19日開催の定時株主総会の決議に基づき、2021年６月１日付で減資の効力が発生し、資本金

495,382千円、及び資本準備金531,382千円がそれぞれ減少しております。

２. 新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

  2021年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社クリエイト・レストラン
ツ・ホールディングス

東京都品川区東五反田五丁目10番18号 16,435,500 63.73

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 277,800 1.08

三井食品株式会社 東京都中央区八重洲二丁目７番２号 210,000 0.81

麒麟麦酒株式会社 東京都中野区中野四丁目10番２号 210,000 0.81

みのりホールディングス株式会社 東京都中央区日本橋本町三丁目４番７号 210,000 0.81

株式会社日本カストディ銀行(信託
口５)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 154,100 0.60

株式会社日本カストディ銀行(信託
口６)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 136,800 0.53

株式会社日本カストディ銀行(信託
口１)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 131,700 0.51

株式会社日本カストディ銀行(信託
口)

東京都中央区晴海一丁目８番12号 127,100 0.49

宝酒造株式会社 京都府京都市伏見区竹中町609番地 120,000 0.47

計 － 18,013,000 69.84
 

(注)上記のほか当社所有の自己株式266株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

257,846 ―
25,784,600

単元未満株式
 普通株式

― ―
3,889

発行済株式総数 25,788,689 ― ―

総株主の議決権 ― 257,846 ―
 

 

② 【自己株式等】

    2021年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＳＦＰホールディングス
株式会社

東京都世田谷区玉川
二丁目24番７号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年６月１日から2021年

８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年３月１日から2021年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,628,265 9,844,928

  売掛金 242,021 71,048

  原材料及び貯蔵品 85,266 64,748

  関係会社短期貸付金 30,000 －

  未収入金 1,214,672 4,428,849

  未収還付法人税等 350,805 －

  その他 372,145 358,863

  流動資産合計 13,923,177 14,768,438

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 9,381,122 8,922,021

    減価償却累計額 △4,443,590 △4,199,010

    建物及び構築物（純額） 4,937,532 4,723,011

   土地 19,148 19,148

   建設仮勘定 － 1,124

   その他 2,488,779 2,406,103

    減価償却累計額 △2,015,945 △2,015,073

    その他（純額） 472,834 391,030

   有形固定資産合計 5,429,514 5,134,314

  無形固定資産   

   のれん 1,416,244 1,255,161

   その他 15,814 14,289

   無形固定資産合計 1,432,058 1,269,451

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 3,286,513 3,052,270

   その他 464,277 262,005

   投資その他の資産合計 3,750,790 3,314,275

  固定資産合計 10,612,364 9,718,040

 資産合計 24,535,541 24,486,479
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 253,075 82,246

  短期借入金 9,350,000 9,350,000

  1年内償還予定の社債 73,000 －

  1年内返済予定の長期借入金 157,805 170,605

  未払法人税等 22,154 116,065

  賞与引当金 198,434 184,486

  株主優待引当金 110,849 145,269

  店舗閉鎖損失引当金 71,079 3,970

  資産除去債務 264,131 12,345

  その他 1,381,731 1,121,793

  流動負債合計 11,882,261 11,186,782

 固定負債   

  社債 50,000 50,000

  長期借入金 538,780 480,044

  退職給付に係る負債 254,822 262,217

  資産除去債務 760,690 765,395

  その他 305,312 108,448

  固定負債合計 1,909,605 1,666,105

 負債合計 13,791,866 12,852,888

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 543,382 49,340

  資本剰余金 5,899,436 6,396,159

  利益剰余金 4,289,718 5,182,797

  自己株式 △373 △461

  株主資本合計 10,732,164 11,627,835

 その他の包括利益累計額   

  退職給付に係る調整累計額 11,511 5,755

  その他の包括利益累計額合計 11,511 5,755

 純資産合計 10,743,675 11,633,591

負債純資産合計 24,535,541 24,486,479
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

売上高 7,834,392 3,326,029

売上原価 2,294,853 1,069,800

売上総利益 5,539,539 2,256,228

販売費及び一般管理費 ※1  8,536,791 ※1  7,365,763

営業損失（△） △2,997,252 △5,109,534

営業外収益   

 協賛金収入 146,366 130,972

 助成金収入 － ※2  6,115,973

 持分法による投資利益 － 5,219

 その他 101,288 20,254

 営業外収益合計 247,655 6,272,419

営業外費用   

 支払利息 11,246 16,396

 たな卸資産処分損 － 15,825

 不動産賃貸原価 7,750 439

 その他 13,687 4,625

 営業外費用合計 32,684 37,286

経常利益又は経常損失（△） △2,782,281 1,125,598

特別利益   

 助成金収入 ※2  1,519,800 －

 受取補償金 － 63,190

 店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 40,671

 特別利益合計 1,519,800 103,861

特別損失   

 新型コロナウイルス感染症による損失 ※3  1,318,979 －

 固定資産除却損 6,347 1,529

 減損損失 652,855 13,875

 店舗閉鎖損失 1,650 17,130

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 52,951 3,970

 特別損失合計 2,032,784 36,506

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,295,265 1,192,952

法人税、住民税及び事業税 35,660 116,076

法人税等調整額 △1,036,521 183,797

法人税等合計 △1,000,860 299,874

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,294,405 893,078

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △135 －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2,294,270 893,078
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,294,405 893,078

その他の包括利益   

 退職給付に係る調整額 4,381 △5,755

 その他の包括利益合計 4,381 △5,755

四半期包括利益 △2,290,023 887,322

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △2,289,888 887,322

 非支配株主に係る四半期包括利益 △135 －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△3,295,265 1,192,952

 減価償却費 564,554 368,466

 減損損失 652,855 13,875

 のれん償却額 177,696 161,082

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,500 －

 賞与引当金の増減額（△は減少） △100,723 △13,948

 株主優待引当金の増減額（△は減少） 15,271 34,420

 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 27,794 △67,108

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18,740 △1,326

 支払利息 11,246 16,396

 売上債権の増減額（△は増加） 394,384 170,973

 たな卸資産の増減額（△は増加） 36,326 20,517

 仕入債務の増減額（△は減少） △458,919 △170,828

 その他 △1,367,737 △3,935,943

 小計 △3,332,275 △2,210,471

 利息及び配当金の受取額 13 89

 利息の支払額 △11,348 △16,368

 法人税等の支払額 △363,133 △22,165

 法人税等の還付額 － 350,807

 営業活動によるキャッシュ・フロー △3,706,744 △1,898,109

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △329,908 △41,025

 資産除去債務の履行による支出 △46,624 △167,207

 定期預金の預入による支出 △12,000 △18,000

 定期預金の払戻による収入 12,000 12,000

 貸付金の回収による収入 － 30,000

 敷金及び保証金の差入による支出 △2,515 △500

 敷金及び保証金の回収による収入 114,083 428,584

 その他 △23,317 △17,217

 投資活動によるキャッシュ・フロー △288,281 226,634

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 9,340,000 －

 長期借入れによる収入 480,000 30,000

 長期借入金の返済による支出 △86,237 △75,936

 社債の償還による支出 △3,000 △73,000

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 670 2,680

 自己株式の取得による支出 △78 △87

 配当金の支払額 △426 △349

 その他 △17,211 △1,169

 財務活動によるキャッシュ・フロー 9,713,717 △117,862

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,718,690 △1,789,337

現金及び現金同等物の期首残高 7,122,322 11,600,264

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  12,841,013 ※  9,810,927
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【注記事項】

(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定につい

て重要な変更はありません。

 
 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日

　 至　2020年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年３月１日

　 至　2021年８月31日）

給与及び手当 1,931,886千円 1,856,356千円

雑給 1,812,559千円 1,546,130千円

地代家賃 1,868,579千円 1,821,322千円

賞与引当金繰入額 314,301千円 184,486千円

退職給付費用 30,250千円 15,000千円

株主優待引当金繰入額 67,423千円 69,606千円
 

 
※２　助成金収入の内容は、新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金及び時短協力金等です。

 
※３　新型コロナウイルス感染症による損失の主な内訳は、休業要請に伴い発生した食材廃棄、休業中店舗の

　　　地代家賃及び人件費です。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
至　2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
至　2021年８月31日)

現金及び預金 12,867,013千円 9,844,928千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △26,000千円 △34,000千円

現金及び現金同等物 12,841,013千円 9,810,927千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年８月31日)

１ 配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年８月31日)

１ 配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

 
３　株主資本の著しい変動

 当社は、2021年５月19日開催の定時株主総会の決議に基づき、2021年６月１日付で減資の効力が発生し、資本金

495,382千円、及び資本準備金531,382千円がそれぞれ減少しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年８月31日)

当社グループは、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年８月31日)

当社グループは、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

 
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年３月１日
　至 2020年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純
　　損失(△)

△89円01銭 34円64銭

  (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)(千円)

△2,294,270 893,078

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△2,294,270 893,078

  普通株式の期中平均株式数(株) 25,776,155 25,782,678

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 34円63銭

　 (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

　　普通株式増加数(株) － 4,335

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

　　１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　　　 該当事項はありません。

　

 

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2021年10月13日

ＳＦＰホールディングス株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ
 

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 朽　木　　利　宏  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 関　　　　信　治  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＦＰホール

ディングス株式会社の2021年３月１日から2022年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2021年６月１

日から2021年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年３月１日から2021年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＦＰホールディングス株式会社及び連結子会社の2021年８月31

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 
(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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